


























〈要約〉 

新潟県内で乳幼児の血圧健診を開始してから 3年が経過し健診結果より以下の結果を得た．

(1)身体発育の著しい乳幼児では血圧測定に際して適切な幅のマンシェツトを選択すべき

であり,相対的に小さなマンシェットを用いた場合には収縮期圧が高めに測定された.(2)

連続測定では収縮期圧拡張期圧,平均血圧のいずれの測定値も次第に低下することから,少

なくとも 3 回の測定が必要と考えられた．(3)幼児の高血圧の基準は収縮期圧が 120mmHg

以上,拡張期圧が 70mmHg 以上であり,女児は男児より,冬季は夏季より血圧が高値を示すこ

とに留意すべきと考えられた. 


